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【目的】新型コロナウイルス感染症の流行は、我々の生活に大きな影響を与えた。特に流行の始まった

2020 年は、未知の感染症への恐怖も重なり様々な行動が規制もしくは自粛を余儀なくされた。多くの公

共施設が休館し、人との接触が制限された中、運動環境についても大きな変化が生じたと予測される。本

研究は、新型コロナウイルス感染症の流行前後で生じた運動習慣の変化について分析を行い、今後の保

健指導の資料とすることを目的とした。 

【方法】2019年度および 2020年度に 2年連続して、福島県の一健診機関における定期健康診査を受診し

た労働者のうち、週あたりの運動日数の質問に回答した 6676人(男性 3631人、女性 3045人)を対象とし

た。週あたりの運動実施日数が 0と回答した人を運動習慣なし、1日以上と回答した人を運動習慣ありと

分類した。2019年と 2020年の運動習慣がどのように変化したのか記述した。また、運動習慣について最

も多く実施する運動への回答を路上運動、ジムトレーニング、屋外スポーツ、屋内スポーツ、自宅トレー

ニング、水泳、その他に分類し、新型コロナウイルス感染症の流行後に運動習慣が変化した人はどのよう

な運動を行っていたのか、始めたのかを分析した。 

【結果】2019 年に運動習慣あり、と回答した 3057 人のうち、301 人が 2020 年に運動習慣なしに変化し

た。運動習慣なしに変化した割合が多かった運動は、ジムトレーニング(22.2%)、屋内スポーツ(17.8%)、

水泳(16.4%)の順であった。2 年続けて運動習慣あり、と回答した人のなかでも他の種目に切り替えた人

はジムトレーニング(16.9%)、屋内スポーツ(10.1%)、水泳(26.2%)と他の種目に比べて多かった。切り替

える先としては、路上運動、自宅トレーニングが多かった。 

【結論】新型コロナウイルス感染症対策で、密を避けることが優先された結果、室内の運動を回避する人

が多い傾向が明らかになった。今まで実施していた種目を続けられなくなった結果、他の種目にうまく

切り替えが出来る人もいるが、運動習慣そのものを中断した人も一定数存在した。運動を行う意思のあ

る人がうまく運動を継続できるため、代わりの運動機会を紹介、提供することで解消できた可能性もあ

る。今後はどのような人が続けられ、どのような人が上手に適応するのか、それらの人が現在どのような

習慣になっているのか、分析を続け、保健指導に活かしていきたい。 


